補足説明資料
ステップ１と２で、それぞれ下記項目の補足説明資料を作成。形式はdoc, docx又はtxtとする。
	氏名（所属）
	野津厚（港湾空港技術研究所）、連絡先nozu@pari.go.jp，046-844-5058

	(1)計算モデル
	・S21～S23まで

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・経験的サイト増幅・位相特性を考慮した統計的グリーン関数法
・sgf51.exe（野津厚，2008，港空研資料No.1173の付録CDに収録）

	(3)参考文献
	・野津厚・菅野高弘（2008）：経験的サイト増幅・位相特性を考慮した強震動評価手法－因果性と多重非線形効果に着目した改良－，港空研資料No.1173．
・野津厚・長尾毅・山田雅行（2009）：経験的サイト増幅・位相特性を考慮した強震動評価手法の改良－因果性を満足する地震波の生成－，土木学会論文集A，Vol.65，No.3，pp.808-813．

	(4)有効振動数
	・1～20 Hz．

	(5)乱数発生法
	①まず区間[0,1]において一様な確率密度を有する乱数rjを発生させ，次にF(ωj)=exp(2πi rj)で与えられる周波数の関数をフーリエ逆変換することによりホワイトノイズ（データ数2048）を作成．これにBooreの継時特性を乗じた時間関数f(t)を作成．
②f(t)をあたかも対象地点で得られた中小地震記録のように扱いsgf51.exeに入力．
③このようにすると，プログラムの中では，点震源に対する応答のフーリエ変換が次式で計算される．
　A(ω)*F(ω)/ |F(ω)|p
ここにA(ω)は目標スペクトル（実数），F(ω)はf(t)のフーリエ変換（複素数），|F(ω)|pはF(ω)の絶対値にParzen windowを適用したものである（バンド幅0.05Hz）．これをフーリエ逆変換することにより点震源に対する応答の時刻歴波形を得る．周波数領域の演算はデータ数32768個で実施し（0-50Hzの範囲を16384分割，f(t)には後続の0を付けて用いる），得られた波形の先頭から2048個のデータを採用．
④乱数の初期値を変えながら波形を計算したところ，目標スペクトルとの残差はいずれもごく小さかったので，代表的な3ケースを提出．

	(6)重ね合わせ（ステップ２の場合）
	・このプログラムはもともとIrikura(1986)の改良版である入倉他（1997）の方法で重ね合わせを行うようになっていたが，今回のベンチマークテストの条件に合わせるため，Irikura(1986)で計算を行うように修正した．
・n’=100とした（十分大きい値として設定）．
・水平２成分への分解方法は，SH波をtransverse成分としてX,Y軸に分解した．これに伴いプログラムを微修正．今回は題意を踏まえ水平2成分に別の乱数を割り当てることはしていない．従って，重ね合わせ前のグリーン関数の水平面内の軌跡は直線となる．また，重ね合わせ後もS21とS23の（X,Y,Z）=(0,0,0)ではY成分は常にradial成分に対応するためY成分はゼロで水平面内の軌跡は直線となっている．また，S22の（X,Y,Z）=(0,0,0)では対象性により走向直交成分はゼロとなるので重ね合わせ後の水平面内の軌跡はやはり直線となっている．

	(7)減衰の導入法
	

	(8)提出波形に施した波形処理
	・特に処理は施していない．

	(9)その他
	・このプログラムの本来の目的は，計算対象地点における既往の中小地震観測記録を利用し，その位相特性を計算結果に反映させることにより，realisticな時刻歴波形を作りだすことにあります（上記参考文献参照）．その場合，中小地震記録に含まれるランダムネスが計算結果に反映されます．今回のBMに際しては，中小地震記録を用いていないため，プログラムの本来の意図とは少し異なる計算を行っているという点に御注意下さい．
・表層の影響は重複反射理論により評価．


